	主題名
	礼儀の心
	内容項目
	礼儀　2－(1)　　　　　　
	4月

	資料名
	1　約　束
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　時と場をわきまえて，礼儀正しく真心をもって接しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人は，初めて会う人にはいろいろと気をつかう。逆に気心の知れた相手には甘えが生じやすい。だが，どの相手に対しても細やかな配慮が必要だ。これが礼儀の本質である。

　しかし，他人への気配りも形に表さなければ相手には通じない。礼を儀に表す心がけが大事になる。

　本資料では母子の確執を扱っているが，どの場合も礼儀の本質は同じであることを子どもにとらえさせるために本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友達との待ち合わせなどで遅れてしまった体験，逆に相手に待たされた体験を発表する。
②資料「約束」を読み，わたしのとった態度について話し合う。

○お母さんが遅れたときに，わたしはどんな気持ちになったでしょう。

◎さわやかな友子さんの態度に，わたしの気持ちは，どうなったのでしょう。

○もし電車が発車していたら，友子さんはどんな態度を取っていたのでしょう。

③友子さんの態度から，わたしが何を感じたかを考える。

○遅れてきたのに，友子さんは，どうしてわたしを責めなかったのでしょう。

○お母さんのあのときの気持ちは，わたしをどのように思ったのか，想像してみましょう。
④礼儀の本質を確認し合い，なぜわたしの心が揺れているのかを考え，本時の学習をまとめる。
	・遅れた事実よりも，なぜ遅れてしまったかの理由づけ，それもその人の責任ではない事例を発表させるよう工夫する。
・怒りの感情は当然だが，それだけではないといった発言に注目し，評価する。

・わたしが逆のケースだったら……との想像豊かな発言にも注目する。

・自己を振り返る重要発問であり，母の気持ちを考える引き金とする。

・他人にこんなに優しくされるならば，肉親にもっと心をつかうべきだとの発想を大切にする。

・だれに対しても細かい心づかいや配慮をする大切さに気づく。

・友子さんの本当の心の中を想像させることで，本時のまと　めとすることも考えられよう。

	クリエイティブな授業をするために
・待たせた方の気持ちをとらえ，本資料をロールプレイしてみる。
・携帯電話を持っていたら，それで済むものかどうか，話し合う。


	主題名
	自由を考える
	内容項目
	自由・規律　1－(3)　　　　　　　　　　
	4月

	資料名
	2　自分の勝手
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　自由を大切にし，規律ある行動をしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　自由は，「自らに由る」と表すように人間らしく生きるための基礎条件である。だが，人は支え合って生きているので，自分勝手な無制約な自由は存在しない。そこには各人の生活が脅かされることなく安心して生きるための規律が必要である。規律を遵守することは，集団生活を維持し発展させ，人が自由に生活するうえでの大切な要素である。本資料は公共の場での逸脱行動を扱っている。子どもがねらいをとらえやすい構成となっている。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①電車の中での男の子や父親の様子をロールプレイで確認し，発表する。
②資料「自分の勝手」を読み，男の子たちの態度や父親の怒りについて話し合う。

○「めいわくなんか，かけてないよ。」との発言を聞いて，「わたしたち」は，どんな気持ちになったでしょう。

◎お父さんは,どんな気持ちで「ちょっと待ちなさい。」と言ったのでしょう。

○もし電車がこんでいたら，男の子たちはどんな態度を取っていたのでしょう。

③本時の「自分の勝手」とは，どんなことを表しているのかを考える。

○自分の勝手と他人の勝手がぶつかり合ったら，どちらを優先させたらよいのでしょう。

○自分の勝手と自分の自由とが，同じことなのかどうかを，じっくり考えてみましょう。

④自由の意味を考え，ノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・男の子たちの勝手な振るまいや父親らの見過ごせない感情をじっくり味わわせ，ロールチェンジし発表させるよう工夫する。
・男の子たちが悪いのは当然だが，なかにはそれだけではないといった発言にも注目する。

・自分がその立場だったら……との想像豊かな発言にも注目する。

・お父さんの「待ちなさい。」は，本当はどのようなことを言いたかったのか想像させる。

・他人の自由と自分の自由の拮抗場面を想像させ，その場合にどんなルールが日常取られているかを児童に突き止めることも大切である。
・自由と気ままの違いについて心づかいや配慮の度合いに気づく。

・「お前と同じ6年生……」の中に込められている父の心の中を想像させることで，本時のまとめとすることも考えられる。　　　　　　　　

	クリエイティブな授業をするために
・仲間どうしになると態度が悪くなってしまう例を話し合う。
・大人が注意した話だが，子どもどうしだったらと仮定し，注意できるかどうか話し合う。


	主題名
	自然を愛する     
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　
	4月

	資料名
	3　白馬岳の頂にて
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　自然の偉大さを知り，自然環境を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人は，自然とかかわり合いながら日常生活を営んでいる。そのかかわりは恵みとしての自然と脅威としての自然の二つの側面をもっている。四季豊かな日本は，自然と一体になってその美しさを愛で，畏敬の念や宗教心を抱いてきた。だが科学技術が発展した今日，すべての事柄を合理性や能率主義で解決しようとする風潮が人々の心をむしばんでいる。そこでもう一度，子どもに自然愛に根ざした豊かな心を取り戻すため，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①白馬岳やいろいろな山に登山した体験，そのときどんなことを考えたかなどを発表する。
②資料「白馬岳の頂にて」を読み，主人公の心境の変化などについて話し合う。

○日の出をご来光といった日本人の感性をどう思ったか，また，ご来光に接し，どうして畏敬の念を感じたのでしょう。

◎縦走に入ってから，なぜ主人公はいろいろなことを考えたのでしょう。

○もし何も考えずに登山をしていたら，白馬岳の思い出は，どんなものになっていたでしょう。

③自然のすばらしさを，どんなときに感じたかを考え話し合う。

○ふだんとはまったく違う景色に接したとき，わたしたちは，どのような気持ちにとらわれるのでしょう。

○そのまったく違う景色が，自分にとってよい自然と悪い自然の場合を，それぞれ想像してみましょう。
④自然と人間のかかわりを考え，重要なことをノートにまとめる。
	・単なる登山体験よりも，そのときにどのようなことを考えたか，なぜそのような心境になったかなどを発表させるよう工夫する。
・ご来光の発想は，宗教的な情操から由来していることに注目。

・実体験のある子どもを中心に話し合いを進める。

・場合によったら親などのコメントを授業に生かすこともよい。

・人間の思考のあり方を考えさせる発問である。気持ちが落ち着いたときに思考がうながされる。

・自然を「恵み」と「恐怖」の二つの側面でとらえ，両方が　相まって自然愛になることをおさえる。
・自然には勝てない人間だが，それに挑戦するのも，また人間であることをおさえる。

	クリエイティブな授業をするために
・日の出を見た体験の例をあげ，そのときの様子を話し合う。
・帰りの会などを活用し，自然体験のすばらしさなどを語り合う。


	主題名
	自然の力・人間の力
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　　　　　　　
	5
月

	資料名
	4　稲むらの火　　　
	出　　典
	中井常蔵作を編集委員会が編集　　　6年
	

	ねらい
	　美しいものに感動する心や，人間の力を超えたものに畏敬の念をもとうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間の力を超越したものを，人々は敬い畏れる。風や雷，地殻変動など，それは自然そのものの中に存在する。しかし，人間の行為の中に，気高いもの，崇高なものを見いだすこともある。「人間は超越的な存在にかかわり合える」と先哲は論じた。そのことを通して，自己の弱さ，もろさも自覚できよう。本主題では，五兵衛の行為を子どもがどのように解釈し，神々しいまでのものにできるかが鍵となる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①過去の日本での，お米の大切さや価値についてしらべ，発表する。

②資料「稲むらの火」を読んで，話し合う。

○津波が来るとわかったときに五兵衛は何を考えたのでしょうか。

○稲むらを燃やした五兵衛の気持ちはどのようだったのでしょうか。

○火を消そうとした村人を制する五兵衛の気持ちはどのようだったでしょうか。

◎津波がやってきたとき，村人は五兵衛をどう思ったのでしょうか。

③命と稲むらとの重さを対比し，五兵衛の行為を考え合う。

④五兵衛がここまでやれたのは，心の中に何があったからなのか，まとめる。
	・石高制度等にもふれる。

・落穂ひろいの言葉も残っている。

・庄屋は村にとって責任ある代表者。400の命をどうするかの手立てを考えていた。

・ぎりぎりの方法として，実のついた稲を燃やした。当時の火つけは死罪である。稲わらを燃やしても死罪になるかは疑問だが，心理的に大変な決断である。

・全員が来なければ，燃やした意味がない。

・火の赤さと夕闇，波の白さとで幻想的な感じになっていることに注目する。

・現在では，お金の札束を燃やすようなぎりぎりの賭けにでた五兵衛だが，真っ赤に燃える炎を背にする姿は，あたかも不動明王のような決然とした姿であり，村人たちは声も出なかった。

・いざというときには，決然と行動する村長（むらおさ）としての心がまえであろう。

・自分がやらねばだれがやるといった心境。
・神仏が乗り移っていた。人々は手を合わせた。

	クリエイティブな授業をするために
・避難訓練などで，五兵衛への心をとらえ有効に実践に移す。
・理科などで，子どもたちの住んでいる地球の姿の危うさをとらえ，日常生活での危機管理を実践する。


	主題名
	節度を求めて
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　　　　
	5月

	資料名
	5　心がそろう
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　生活を振り返り，節度を守り，節制に心がけようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人は過ちを犯したり，失敗したりすることも多い。しかし，自分の非を素直に見つめ反省し，節度ある生活態度を心掛けようとすることは難しい。自分の生活を振り返り，他人の意見を謙虚に受容する態度が大切である。同時に自分の欲望を抑制し，わがままを抑え，度を越さないことが健全な社会生活を営むうえで欠かせない。資料は，履き物をそろえることで，心もそろうことを示唆している。内面を形に現す重要さをここで強調したい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①外国には，入室の際に靴を脱ぐ習慣があまりないが，日本では靴を脱いで入る。そのことの是非について，それぞれの考えを発表する。
②資料「心がそろう」を読み，筆者の考えや態度について話し合う。

○靴が脱ぎすてたままにしてあると，どんな気持ちがするでしょう。

◎「心が乱れない」とはどんなことなのでしょう。　

○なかなか実行できない自分に，筆者はどう考えたでしょう。

③小さな言葉の実行ができた筆者の満足感に注目する。

○一つの言葉が身につくとは，どういうことなのでしょう。

○習慣化するきっかけは何だったのか，想像して考えてみましょう。
④履き物の脱ぎ方に関心をもつ日本人をどう思うかを，ノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・国際的には靴を脱ぐことに特別の意味を考える人々がいる。そのことへも考慮し，展開することが大切である。
・犬や猫などの動物は扉を開けるが閉めることはできない。後始末ができるのは人間の特徴であることをおさえる。

・心の乱れは必ず外面や行動に表れてしまうことに留意する。

・すべてを完全にできるならば神である。不完全な弱いものこそ人間の特質であることに注目する。

・小さな言葉であっても，その実行は並大抵のことではない。それができた筆者の満足感に注目する。

・筆者自身の今までとは違う何か新しい感覚があることを推論し，それを持続させる工夫をする。
・後を振り返る日本人の美徳や美意識を確認する。　　　　　　


	クリエイティブな授業をするために
・長野県の藤本幸邦禅師の生き方について調べ，発表する。
・上下，陰陽など二つのことで世界は成り立つという考え方について，みんなで話し合う。


	主題名
	国際交流を求めて
	内容項目
	国際理解と親善　4－(8)　　　　　　　　
	5月

	資料名
	6　友情の人形
	出　　典
	武田英子編著『青い目の人形』を編集委員会で資料化　　　　　　　　　　　　　6年　
	

	　　　　　　ねらい
	　外国の人々や文化を大切にする心をもち，日本人としての自覚をもって，世界の人々と親善に努めようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　今日の経済や文化の発展はボーダレス化の一途をたどっている。同時に情報・通信などあらゆる領域で国際化に向かっている。今まで想像もできなかった異質な文化，宗教，理念などが入り込み，どう協調するかが困難な時代になった。

　しかし，青い目の人形がさまざまな地域で見られ，日本とアメリカ合衆国の親善の誓いとして存在した。戦争がそれを悲劇的にしたが，今こそ国際化への足がかりとしたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①各地での「青い目の人形」の逸話を調査し，事例を教師が発表する。
②資料「友情の人形」を読んで話し合う。

○当時のアメリカと日本は，どのような関係だったのでしょう。

◎人形を沼に沈めるとき，先生はどんな気持ちになったのでしょう。

○当時，人形を処分しなければならなかった人々の心に，共通したことは何だったのでしょう。

③人形がアメリカへ帰ったとき，両国の人々はどう感じたかを考える。

○きれいに化粧直しをされた人形の姿に，日本の人々は，どんなふうに感じたのでしょう。

○アメリカへ里帰りした人形を見て，アメリカの人々はどんな気持ちだったのでしょう。
④世界の人々との親善を図るために，今から心に準備することは何かを考え，ワークシートやノートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・地域の古老や青い目の人形の現物が残っているところもあろう。また，情報を集めて子どもに提供することも考えられる。保護者や社会人の中で関心をもっている人の協力を仰ぐようにするとよい。
・列強から追い込まれた日本の立場をきちんと語る。

・国の立場と個人の立場との乖離についても明らかにする。

・本資料では，処分をしなければならない個人の状況が書かれている。子どもはなぜそうしなければならないかの疑問が生じるので，きちんと説明する。

・たとえ戦時であっても民間人の心には互いに仲よくしようという気持ちがあったことに注目する。

・アメリカ人も同じ気持ちであったことに注目する。

・ユダヤやイスラムなど異質な文化にも注目し，それぞれの哲学を考える。　


	クリエイティブな授業をするために
・当時の日本とアメリカの関係について話し合ってみる。
・人形の歴史について話し合ってみる。


	主題名
	感謝する心
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(5)　　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	7　荻窪用水　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　日々の生活が，人々の支え合いで成り立っていることに感謝し，それにこたえようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　われわれの生活は，世の中の多くの人々の善意や愛情で支えられ，今日までの歴史を築いてきた。その先人たちの業績や献身的な生き方に気づき，恩に報いようとする意欲をもたせることが本時の眼目である。

　しかし，子どもは先人たちの恩恵に気づかず，ともすると当たり前のような感覚で日々を過ごしがちである。

　本資料では荻窪村を救った川口広蔵の生き方を通して，古来の日本人観を学ばせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①江戸時代の水の重要性や地理的条件　について，教師の説話を聞く。
②資料「荻窪用水」を読み，筆者の考えを追いながら話し合う。

○初めに荻窪用水の計画を聞いた人々は，なぜその計画に反対したのでしょう。

◎この工事は，ほとんど五つの村人の力だけでできあがりましたが，それはなぜだったのでしょう。

○もし工事を途中でやめてしまったら，村人の生活はどうなっていたでしょう。

③広蔵が命がけで働いたのはなぜかを考える。

○反対者が出て，広蔵に危害を加えようとする人がいても，信念は変わらなかったのは，なぜでしょう。

○広蔵は村人たちのどのような生活を夢見ていたのか，想像してみましょう。
④先人たちの意志が伝わっている身近な事柄をノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・世界の四大文明発祥の地も川の流域であり，人々の生活を水の視点から考察する。

・地理的な条件も地図を参考にし，高低差など加味し，解説するとよい。
・当時の土木技術の水準を補足説明し，子どもには特にトンネルをどのように作ったかを考えさせることも大切である。

・一つのことをなしとげようとするとき，必ず疑義を唱える者や反対者が出てくる。それをどうクリアしたかを想像させる。

・結局，村人たちの気持ちが一つになったことをおさえる。

・“村のためになら”の思いで，家業をなげうち，命がけで働いた広蔵の気持ちを考えさせる。吹き出しなどを活用するとよい。

・この工事の完成によって，荻窪村には，たくさんの用水が生まれたことを補説する。

・学校の敷地内にも先人たちの石碑や文化財があろう。例えば，校門の題字を記した人を調べることも大切である。その熱い思いを通して，ねらいに迫ることも考えられる。　

	クリエイティブな授業をするために
・荻窪用水が現在どうなっているか，みんなで調べて発表する。
・自分たちの地域でも，類似の偉人伝を発掘し，発表し合う。


	主題名
	誠実とは何か
	内容項目
	誠実　1－(4)
	6
月

	資料名
	8　手品師
	出　　典
	江橋照雄「手品師」より　　　　　　6年
	

	ねらい
	誠実に，明るい心で楽しく生活しようとする心情を育てる。


	主題設定
の理由
	　「誠実」とは，私利私欲を交えず，真心をもって人や物事に接することである。わだかまりのない楽しい生活は，偽りない真面目さ，誠実さの証左である。ではその「誠実」が具現化されるのは何か。それは他人との約束事を守るかに現れよう。不誠実さは心に影を落とし，自己を欺き，人生を暗く悲しいものにする。

本資料は，大舞台での仕事を少年との約束を守るため，たった一度のチャンスを棒に振った手品師の話である。現実離れした例話かもしれないが，手品師の心情を丁寧に解釈することにより，人間関係の根本に真心をもって人と接する誠実さが大切であり，その育成を願いつつ本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日頃の約束について考える。

　○最近，友達等と約束をして，それが守れましたか，守れませんでしたか。お話ししてください。

②資料「手品師」を読み，話し合う。

　○手品師はなぜ男の子に手品を見せたのでしょう。

　○大劇場のチャンスが舞い込んできたときに，手品師はどうすればよかったのでしょう。

　
◎約束を守った手品師は，どんなことを考えていたのでしょう。
　○男の子は手品師をどう思ったのでしょう。ノートにまとめましょう。

③これからの自分自身の約束を考える。

　○これからの約束について，どのようにしたいと思いますか。

④教師の説話を聞く。


	・日常での「約束」は，相互の人間関係によってさまざまであるが，軽い気持ちで約束し，守れなかったことや，ダブルブッキングの事例等から，相互に不愉快に思った経験等を想起させることも，導入段階では意味があろう。

・手品師の大まかな状況等を簡単におさえることで感情移入が図れよう。

・手品師にも同年齢位の亡くなった子がいたなど自由に想像してもよい。

・男の子の沈んだ姿が妙に手品師の心に迫ったなど，微妙な心理をとらえる。

・人間の孤独を知る手品師ならではの感覚をとらえた児童を評価する。

・「きっとだね。きっと来てくれるね。」の言葉には重い願いがあろう。

・友人の好意と男の子の顔を思い浮かべ，迷いがあったのであろう。迷ったときこそ利害打算を超えた「美しいもの」が発揮されよう。この手品師は，人間としてすぐれた価値ある者である。

・このチャンスは生活のためだが，約束を守ることは人間としての本来的行為である。言わば，打算VS誠実の葛藤である。

・男の子は手品師の昨夜の事情を知るはずはない。売れっ子になるチャンスは逃したのである。だが人間としての誠実さは守れた。それを今時の児童はいかに解釈するかであろうか。

・「プロミス」とは本来は神との契約である。しかし子どもにその価値を強要することはタブーである。

・今までの自分を振り返り，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，「誠実」の実現の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・歴史上のさまざまな約束の例を丁寧に調べ，約束不履行によっての打算や裏切りの経緯を社会科等と連携し，発達段階にもよるが，実存的歴史観への目覚めの一歩を志向することも意味があろう。

・学級内のトラブルでは，約束に絡めて深刻化する事例も少なくない。学級活動を活用したケーススタディも大切である。


	主題名
	命の大切さ
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	6月

	資料名
	9　飼　育
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重するとともに，命あるものをいとおしむ心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　「家庭動物等の飼養及び保管に関する基準」の第一に「……愛情をもって家庭動物等を取り扱うとともに，その所有者は，家庭動物等を終生飼養するように努めること。」と明文化されている。安易な気持ちで飼うことをせず，死ぬまでみとってほしいとの意味である。ペットは，法的には「器物」扱いではあるが，愛情をもち，命あるものとして大切にすることは当然である。この精神を理解させ，生命愛護の心情を育てようと本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①飼育の意味を調べ，発表する。

○どんなペットを飼っていますか。

○どんなときに嬉しかったり，悲しかったりしましたか。

○一人住まいのお年寄りが，飼っている猫をわが子のように思っている事例をお話します。（事例をトークする。）

②資料「飼育」を聞き，話し合う。

○優しい笑顔やだんらんは，どこにいってしまったのでしょう。

○なぜ飼い主は，最後まで見届けなかったのでしょうか。

③終生飼養について考え合う。

◎終生飼養とはどのようなことでしょう。調べてきたことを発表してください。

④飼育をどのように考えたらいいか，まとめる。
	・ペットブームの今日では，伴侶動物（コンパニオン・アニマル）として飼養されることが一般的になり，家族よりも重要視する例も少なくない。

・重苦しいトーンだが，これはある人々にとっての生きがいの問題でもある。

・かつては幸せな家庭の典型図式であった。

・家庭が集合住宅であったり，転居，またはペットに飽きた，病気になったとかの問題が考えられる。いずれにせよ，処分される犬猫の数は平成10年で約70万匹。野生化を含めると200万匹ともいわれている。

・昨今では，いじめや引きこもりのケアとしてのペットの存在もある。

・どうすれば一生動物とつきあえるのか，コンパニオン・アニマルという言葉を考える。（ペット保険というものもできてはいるが，お金がかかると考えること自体が，本来の動物愛護とは異質の考えである。）

	クリエイティブな授業をするために
・教室での飼育の仕方を改めて考え，よりよいものにする方法に取り組む。
・家庭で飼っているものを主人公にしたお話を創作してみる。詩や歌にしてもよい。


	主題名
	正義の意味を考える
	内容項目
	公正・公平，正義　4－(2)　　　　
	6月

	資料名
	10　大王の喜び　　　
	出　　典
	山本有三編著『心に太陽を持て』より。6年
	

	ねらい
	　だれに対しても差別をすることや偏見をもつことなく公正・公平にし，正義の実現に努めようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　だれに対しても差別をせず，偏見をもたず，公正・公平に接することは，社会生活を営むうえで大切である。同時に，道理にかなった秩序ある正義を貫くことが重要である。このことはだれもがわかっている。ところが，目先に利害が生じると打算が生まれ，損得感情に傾いてしまうのも人間の常である。

　この期の子どもには，権力のあるものを正義と感じることのない正しい価値観の重要さに気づかせていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①昔の大王はどんなことができるのか，ふだんの仕事やその中身などを考え，発表する。
②資料「大王の喜び」を読み，大王と風車小屋の主人の考え方や態度について話し合う。

○風車小屋の主人は，なぜ大王の言

　うことを聞かなかったのでしょう。

◎なぜ大王が，風車小屋の主人の主張を受け入れたのか，考えてみましょう。

○もし，風車小屋の主人の主張を受け入れなかったら，市民たちは，大王をどのように考えたでしょう。

③大王が風車小屋を保存したのはなぜかに注目し，ノートやワークシートにまとめる。

○なぜ風車小屋を残し，また今日まで残っているのか，みんなで考えましょう。

○みんなの考えの中で，これはと思ったことをノートに書きましょう。

④わたしたちが正義を貫けないのはなぜか，十分考え，ノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・大王の仕事といっても国や時代によって変わるので，フリードリヒ二世という名前を出してもよい。また，大王の歴史を簡単に知らせることも考えられる。
・風車小屋の主人の主張はその言動に現れているので，その真意を十分分析するとよい。

・主人は正義が実現されることを信じ，一歩も譲らない姿をくみ取らせ，その中に大王への信頼があることも気づかせる。

・資料名「大王の喜び」の意味を十分とらえさせる。市民が国の正義を信頼している姿に接し，素直に喜ぶ感情の表明である。

・自分自身がいちばん納得できる事柄をノートにまとめさせる。
・目先に利害がぶら下がらなければ，人は正義を貫ける。

・利害損得感情の奥にある価値観を分析させ正義に迫る。ものの交換にも正義の原則が貫かれている。　

	クリエイティブな授業をするために
・プロシアの歴史や文化などについて調べてみる。
・国王フリードリヒ二世の逸話（スパンダウ市の刑務所を訪れたときなど）を調べてみる。


	主題名
	寛容の尊さ
	内容項目
	寛容・謙虚　2－(4)　　　　　　　　　　
	6月

	資料名
	11　銀のしょく台
	出　　典
	ビクトル=ユーゴー『ああ無情』より。塚原亮一訳　　　　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　謙虚な心をもち，広い心で自分と異なる意見や立場を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　寛容とは，他人の罪や欠点などを責めないこと，つまり基本的に他人を許すことである。

　寛容は英語で「tolerance」だが，同時に忍耐やがまんの意味がある。つまり，寛容を貫くには忍耐やがまんが必要であり，自己を謙虚にしなければ不可能である。この考えはキリスト教義であり，日本人にとって真の理解は難しい。だが他人を人格として認めることが寛容の第一歩となる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①『ああ無情』のストーリーをグループごとに事前に調べ，発表する。
②資料「銀のしょく台」を読み，ジャン=バルジャンやミリエル司教の心境や態度について話し合う。

○なぜジャン=バルジャンは，銀の食器を盗もうとしたのでしょう。

○ミリエル司教の寝すがたを見て，ジャン=バルジャンは何を思ったのでしょう。

(マグロワールとの会話から，ミリエル司教は銀の食器やジャン=バルジャンのことをどのように考えていたのだろうか。)

○憲兵に捕まったときの，ジャン=バルジャンの心の中を想像してみましょう。

◎司教が差しだす銀のしょく台を受け取りながら，ジャン=バルジャンの体がふるえたのはどうしてでしょう。

③司教はどんな考え方をもった人なのかを考える。

○司教はなぜそのようなことを言ったのでしょう。　

○司教の心の中には人間に対してどのような考えがあったのでしょう。想像してみましょう。

④寛容の事例を説話でまとめる。
	・フランスの当時の時代背景や人権意識，職業差別などの事例を教師が適切に提示してもよい。ドラクロワの「民衆を導く自由の女神」などを提示し簡単に解説してもよい。その際，世相を子どもに話すとともにジャン=バルジャンの心境を考えさせるよう工夫する。
・自棄になったときの心のあり方を考える。

・恐ろしかったことの意味を考えさせる。

・他人の親切や善意を素直に信じられない彼の心境もとらえる。

・今まで自分以外信じられない悲惨な生活を送っていたことに思いをはせる。

・食器は自分のものではないとの感覚。

・これでまた牢屋に入れられてしまう。しかたないとのあきらめがあったことに気づかせる。

・生まれて初めて出会った崇高さへの感激。

・「右の頬をぶたれたら，左の頬を出せ……」との感覚をもつ子どもを大切にする。

・人間愛の大切さに気づかせる。

・真に人を裁けるのは神のみができるという考え方。

・人にできるのは，ただ許すということだけである。

・宗教の世界にふれてもいいが，教義の指導はタブーである。


	クリエイティブな授業をするために
・雨の日などを活用し，『ああ無情』を読破してみる。
・フランス革命についてグループで調べ，発表する。


	主題名
	逆転の真実
	内容項目
	権利・義務　4－(1)　　　　　　　　　　
	7月

	資料名
	12　ビルとジョン
	出　　典
	唐澤富太郎編『農夫とその隣人』を一部参考にし，編集委員会で翻案　　　　　　6年
	

	ねらい
	　公徳心をもって法やきまりを守り，自他の権利を大切にし，進んで義務を果たそうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　権利と義務は人間関係に対する相互の契約である。つまり自己の権利を正しく主張するとともに，進んで義務を果たそうとすることが大切である。多様な価値観を主張する時代にあって，だれもが幸福追求に対する意識が高まり，ともすると権利のみを強調する傾向にあるが，それはまちがいである。

　では，一体何が自己の義務であるのか，その追求も同時に自分自身に課せるよう指導しなければならない。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①みんなの大事にしているものを壊されたときの体験を，自由に発表する。
②資料「ビルとジョン」を読み，二人の関係や考え方などについて話し合う。

○初めはジョンが優勢だったが，それはなぜでしょう。

◎話の途中から，今度はジョンが劣勢になってしまったのは，どうしてでしょう。

○ジョンの劣勢をくつがえす方法や知恵があるのでしょうか。考えてみましょう。

③交渉する際の，初めからのビルの策略かもしれないとの考えにも注目する。

○ビルは，初めからわざと逆の言い方をしたのでしょうか。みんなで考えましょう。

○もしそうだとしたら，ビルとはどのような人なのでしょうか。ノートに書きましょう。
④人間の立場の変化をどのように感じ取ったかを十分考え，ノートやワークシートに記入し，学習のまとめとする。
	・農夫にとっては，畑の作物が最も大切だということを子どもにわからせるよう配慮する。

・なかには物質以外の形而上的なことを発表したがる子どももいよう。それはそれで大事にする。
・相手の立場に立って物事を考えることの大切さに気づかせる。

・むやみに権利を主張して人間関係を傷つけると，やがてそれが自分に跳ね返ってくることに気づかせる。

・弁償しろとの激しい相手の言葉が，言質となって自分を有利にする弁論術（詭弁術）であることを歴史的におさえるのもよい。

・ギリシャ時代に詭弁術が盛んに行われ，論じることがゲームだったこと（ディベート）を知らせる。
・有利・不利は立場で決まることを知り，権利・義務を利害損得にもっていかない価値観を育てる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

	クリエイティブな授業をするために
・ロールプレイングで「ビルとジョン」を演じる。
・相手の立場に立つ難しさについて，みんなで話し合ってみる。


	主題名
	だれにでも公平に
	内容項目
	公正・公平　4－(2)
	7
月

	資料名
	13　藤野厳九郎
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　だれに対しても差別をすることや偏見をもつことなく公正，公平にし，正義の実現に努めようとする心情を培う。

	主題設定
の理由
	　人間は得てしてえこ贔屓，仲間外れ，偏りに走りがちである。これに対し「公正・公平」は，差別，独占，不正等を排除し，個人の主観での判断を抑制せよとの考えである。これは実際には難解だが，アダム・スミス(1723～1790)は「自己の感情や行為の適正性を測る基準として胸中に『公平な観察者』を設け，その是認・否認に従って…」とし，フェアプレイの概念を提唱した。

　本資料は，若き魯迅と師・藤野厳九郎のエピソードをまとめたものである。厳九郎の公平・公正な態度は，仙台医学専門学校時代のみならず，眼科医開業時でも公平無私の態度で評価された。児童に「公正・公平」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①明治後半の当時の様子を振り返る。

　○周樹人が仙台に入学した当時の様子について発表しましょう。
②資料「藤野厳九郎」を読んで話し合う。

　○「樹人のノートの印」に対する不正疑惑をどう感じましたか。
　○樹人が東京で文学の勉強を志したのはなぜでしょう。
　◎小説「藤野先生」はなぜ生まれたのでしょう。
　○眼科医を開業した厳九郎の生き方で何か印象的なことはありますか，ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

　○「公正・公平」を貫いた生き方の事例にかかわる教師の説話を聞く。
	・日清戦争(1894～1895)や日露戦争(1904～1905)当時の大陸の情勢，日本人気質，中国の人々に対する意識などを導入前にグループ学習をすることも必要である。そうでないとこの資料の意味が児童には伝わらない恐れがある。
・当時の医学専門学校は卒業に漕ぎつけるには極めて困難なことであり，日本人でも半数はドロップアウトする状況であった。そのため試験には並々ならぬ関心があり，贔屓や差別などが渦巻いていたのである。官費で無試験入学した樹人の成績は真ん中程度であったらしい。

・文学の価値を児童にとらえさせたい。当時の文学は何を求めているのか，人間に無形の何を授けるものかなど，平素の国語学習の成果が発揮されよう。

・魯迅は，厳九郎の生き方に深く感動していた。その心に残っている姿を，文学者魯迅としての誇りや思い出の産物とも考えられる。

・「霊を厚く弔う」とした厳九郎の心を，児童がどこまで斟酌できるかであろう。『なぜ音信しなかったのか』について記した子どもを高く評価する。

・今までの自分を振り返り，「公正・公平」を貫き，正義の実現に努めようとした生き方の価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・今も残っている「東北大学藤野記念奨励賞」や，生家・福井県あらわ市の「藤野厳九郎記念館」を調べることによってその業績等グループ学習する機会を設定することも大切である。

・社会科の得意な教師等と連携し，弁護士法の学習によって(特に第一条の精神)，使命や職務・職責等の法文に触れる機会をつくることも大切である。


	主題名
	情報機器の便利さ・怖さ
	内容項目
	自由・規律　1－(3)　　　　　　
	9月

	資料名
	14　ネット社会のこわさ　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	自由を大切にし，規律ある行動をしようとする態度を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　自由とは，他から束縛や支配を受けずに，自己の本性に従うことである。 freedom とliberty はともに自由であるが，freeが，束縛や拘束のない消極的自由なのに対し，liberty は，行動や発言，選択の権利が保障された状態いわば積極的自由に比重が置かれている。気ままな選択・行動・発言の自由に対しては，規律が自己の内部に求められる。本主題の情報機器に関しては，相手の受容度などを考え，発信する前の慎重さと倫理観が，求められる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①携帯電話を持つことに対する意見を自由に発表する。
○みんなは携帯電話を持ちたいと思いますか。
②資料「ネット社会のこわさ」を読み，話し合う。

○メールのやり取りをどう思いますか。

○ケータイに取りつかれたことをどう思いますか。

◎娘に，どうしてこのようなことが起こるのでしょうか。携帯電話でのいじめについて考えてみましょう。

③娘にはどのような慎重さが欠けていたか，考える。

④情報機器の便利な点と怖い点をワークシートにまとめる。

⑤教師の説話を聞く。
	・持っている子の事例を聞いてもよいが，あおるような意見には慎重に配慮する。

・親の携帯電話に対するアンケートなどをまとめておくことも考えられる。

・2007年の全国警察本部に寄せられたネット中傷に関する相談は過去最高の8871件。特に被害が深刻なのは学校裏サイトである。

・補助発問「ルール違反」と言っていますが，ルールはどこで決めたのでしょう。
・顔が見えない分，余計に相手に対する気遣いが必要だということをおさえたい。情報社会でのマナー。

・自殺者の例もある。2008年5月， 九州小倉北区の高校一年女子のブログによるいじめ。

・相手がどう受け止めるかを慎重に考えて，送る前に何度も読み返すこと。

・母の娘を愛する気持ちとネットのかかわる人々の自由に対する意識の違い。

・今日ではさまざまな「ネット被害対策室」が自治体やNPOで立ち上げられているので，それらを紹介して終わってもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・本時で子どもたちが学んだことを保護者会などで報告・紹介し，さらに保護者の意見を出してもらったことを子どもたちに投げ返して，情報機器に対する利用者としての意識を高める。
・情報教育との関連を図る。（調べ学習や，インターネットによる他校との交流など）


	主題名
	国際親善の心
	内容項目
	国際理解と親善　4－(8)　　　　
	9
月

	資料名
	15　おもてなし
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　外国の人々や文化を大切にする心をもち，日本人としての自覚をもって世界の人々と親善に努めようとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　外国人を受け入れる日本人の有り様として，今「おもてなし」が注目されている。これは「持て成す」「以て成す」に接頭語「御」が付いた語で，見返りを求めず相手に喜んでいただく心と解することができ，Hospitalityと同義といえる。最近では「表無し」から裏表の無い実直な心とも解されている。外国人との親善を表す素敵な言葉である。おもてなしの心を描く留学生の事例を通して，児童に「国際理解と親善」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①もしも外国人が，あなたの家にやって来たらどうするかを発表する。

○外国人があなたの家にやってきました。さあどうしますか，自由に発表しましょう。

②資料「おもてなし」を読んで，話し合う。

　○父や兄の考え方をどう思いますか。

　○母の考えはどう思いましたか。
◎ボブがホストファミリーに一番して欲しいことは何でしょうか。
○「おもてなし」とは何をすることでしょう。ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○「国際理解と親善」に取り組むには，
どのような心掛けが大切ですか。
④教師の説話を聞く。
	・諸外国と言っても広いので，アメリカ，イギリス，フランスなどのヨーロッパや，アジアや中東など事前に希望の外国を調べてシミュレーションすることもできよう。子どもたちの考える外国の範囲を知ることは，国際理解教育推進の一助となろう。
・父親は恐らく仕事等で諸外国との関係が深いことも予想できる。また兄もミシガン州での短期留学生活を体験しているので，それが生かせるだろう。それぞれの立場を類推するとよい。

・母親は，やはり日常生活での風俗習慣の違いなどに心配をしている。バス・トイレ・洗濯・食事等の基本的生活習慣の差異に心を砕いているのがわかる。

・外国人は，あまり細かい世話を焼かれるのは返って迷惑である。何か計画するときは必ず意向を確認することが大事であり，勝手にスケジュールを決めることは慎むべきである。基本的には場所の提供をし，あとは自由に任せるといった態度が喜ばれる。

・外国人に，英会話の相手だと思わせるようでは不快感が増す一方であり，厳に慎むべき。

	クリエイティブな授業をするために
・もし自分が外国に短期留学すると仮定して，どこの国に，どのくらいの期間留学するか等のプログラムを作成する機会をもつとよい。


	主題名
	先人の努力
	内容項目
	郷土愛　4－(7)　　　　　　　　　　
	9月

	資料名
	16　米百俵　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　郷土やわが国の文化と伝統を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　国際化の進展するなかで，日本は諸外国から学ぶ時代から日本の立場や考え方を主張し共生する時代になってきた。日本の立場とは長年培われてきた文化・伝統とともに郷土や地域の遺産，先人たちの考え方や哲学といえる。家庭は子どもの道徳性をはぐくむ基盤だといわれているが，生まれ育った郷土もまた，自己概念の形成に大きな影響をもち，生涯の精神的支えとなる。つまり郷土の誇りを大切にする気概こそ真に教育の目的と考えられる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①地域の先人たちの努力や功績について調べ，簡単に発表し合う。　

○みなさんの住んでいるこの○○には，先人とよばれる人がいます。どんな人がいましたか。また，その人が行った努力や功績にはどんなものがありましたか。発表してください。

②資料「米百俵」を読んで話し合う。

○虎三郎に対する周りからの風当たりはどんなだったでしょう。

◎「人づくりから郷土や歴史が出発する」とはどのようなことでしょう。話し合いましょう。　

○長い目で見る百俵の米とは何でしょう。

③「米百俵」に込められた人々の思いや願いを考える。　

○「米百俵」に込められた人々の思いや願いを考えてみましょう。

④あなたは地域や郷土に対して何ができるのかを，ノートにまとめる。　

○あなたは地域や郷土に対して何ができるでしょう。ノートにまとめてみましょう。
	・地域の図書館や郷土史家との連携のもとテーマを知らせ，事前に調べさせておく。

・導入なのであまり深入りしない。

・地震などでみんなが空腹の時にほかから食糧援助があったらどうするか，類似のケースで考えさせるとよい。

・人をつくるときの郷土や，歴史に対する考え方を十分話し合う。

・国づくりのもとは，人づくりであることをおさえさせたい。

・目先のことだけを考えるのではなく，物事はいろいろな角度から見て判断することが大切であるということに気づかせる。

・長岡の人々の考え方や誇り感覚にも気づき，自分の郷土意識と比べてみる。

・人づくりで最も大切なことは教育である。という信念のもとに学校を建てることが実現していることに気づかせる。

・行動表明は避け，個々の内面の問題とすることに努める。



	クリエイティブな授業をするために
・小林虎三郎の人物像について，みんなで話し合ってみる。
・河合継之助の人物像について，みんなで話し合ってみる。


	主題名
	互いに高め合う姿勢
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)
	9
月

	資料名
	17　友達だからこそ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　互いに信頼し，学び合って友情を深め，男女仲よく協力し助け合おうとする態度を育てる。

	主題設定
の理由
	　「友情」とは，家族や近親者以外の人間関係の中で，好感や信頼にもとづく肯定し合う相互感情から成り立つものである。ときには自己犠牲さえも厭わない相手への強い感情さえ現れることもある。しかし昨今，単に家が近所，所属が一緒，また活動場所で声を掛けられた等の薄い人間関係さえも友情の範疇に入ると錯覚することから，さまざまな問題事例が発生している。

　本資料は，女子グループ三人のちょっとした感覚の隔たりから引き起こされたエピソードにもとづくものである。三人の考え方のずれを巡って，その調整と友情の回復の方途を探ることで，児童の日常の人間関係を深めたいと願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友だちが都合のよいずるさを提案した際にどうするかを考える。

　○仲良しの子がずるい提案をした際にあなたはどうしますか。
②資料「友達だからこそ」を読んで話し合う。

　○今日子の頼みを引き受けた友美をどう思いますか。

　○みどりの申し入れを断った友美をどう思いますか。

　◎「イライラする！」と怒った今日子を友美はどう思ったのでしょう。
　○今日子はなぜ自分の力で完成させたのでしょうか。ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

○「友情」を理解・納得するための教
師の説話を聞く。
	・都合のよいずるさや仲間が得する提案に，実際の場で正義を貫くのは難しい。和が乱れる，仲間外れにされる等の理由でズルズル間違った友情に引っ張られるものである。だがそんなずるい友であっても，抜けられないものである。

・今日子は話の中心人物。友美は聞き上手。この二人を中心に資料を考察する。

・家庭科のナップザックは，作ることよりも製作態度やミシンの技法等を学ぶことが教育活動として重要であり，自分で作成しなければ意味がない。

・友美は意地悪ではなく，教育的意義を理解している。

・体験学習は，体験の過程で何を学ぶかが重要であり，直接的・間接的な触れ合いを通しての自己変容が鍵となる。狭い仲良しグループ交流では成果に乏しいといえよう。みどりの申し入れは断るのが正解。

・仕方のない人だとの諦観が友美を支配していたと考えられる。

・友美の思いを想定した今日子の素晴らしさである。依頼心を打ち消して，覚束ないながらも自分で製作に取り組んだ今日子は確実に向上した。

・今日子がここまで成長した背後に，友美の厳しい態度があったのだろう。友美の一貫した態度は今日子にとって「良薬口に苦し」である。

・「友情」に関した説話をもとに，子どもの今までの友達を振り返らせ，タイトル「友達だからこそ」の意味をとらえ直すとともに，価値を自覚させる場を構成する。

	クリエイティブな授業をするために
・特別活動(学級活動)や体験学習の機会を活用し，友達とは何かについて話し合う機会をもつことが大切である。

・「友情」の例を国内外や歴史的事実等をもとにピックアップし，ケーススタディ的に分析することや，ほかの教育活動等の時間の活用も重要である。図書館等の利用も大切なものである。


	主題名
	思いやりの心     
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)　　　　　　　　　
	10月

	資料名
	18　もう一つの親切
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　だれに対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　思いやり・親切は相手との一体感から生まれるものである。しかも無私無欲の温かい情意からにじみ出ていなければならない。また思いやりというように，相手を関知する認知的な態度も求められる。

　このように認知と情意の合成された感覚であり，単に「かわいそう」ではない。

　青年期に入ろうとする子どもにとっては，欠かすことのできない，一生発達させるべき道徳的価値であるといえよう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①普段，乗り物などで座席を譲った体　験事例を発表する。
②資料「もう一つの親切」を読み，主人公の取った態度について話し合う。

○ぼくは，なぜ，もっと早く座席を代わってやれなかったのでしょう。

◎ぼくと同じような行為と思っていたのに，中学生は少し違っていました。この中学生の行動をどう思いますか。

○もし，みんなが座席を譲るとしたら，どちらの行為に近いでしょう。

③思いやりとは，中学生のようにただ座席を譲るだけではないことに注目する。

○ぼくと中学生は，どこがどのように違うのでしょう。

○中学生の行為には，どのような思いやりの心があるのでしょう。想像してノートに書いてみましょう。
④本当の親切，本当の思いやりについてノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・単に譲ったことのみならず，どのような譲り方をしたのかを語らせることも必要である。また，保護者の感想をデータとして示すのもよい。
・恥ずかしさや照れ，勇気のなさなども考え，なかなか親切　にできない実態をとらえさせる。

・もし，みんなが疲れた老人だったり，ハンディキャップのある人だったら，どうされたいかを考える。

・中学生はボランティア体験を積んでいるとの考えを重視する。

・ただのかわいそうだけではなく，中学生の行為を十分つかませる。　

・思いやりには，理知的に考えることも重要であることをつかむ。また，考えることには体験も必要だとの考えを重視する。
・思いやり・親切の本質に迫るよう，個々のまとめや考えを　重視する。　　　


	クリエイティブな授業をするために
・より相手のためにしてあげる例を，話し合って決める。
・プライオリティシートについて，みんなで話し合って決める。


	主題名
	真理を愛する
	内容項目
	創意・進取　1－(5)
	10
月

	資料名
	19　山中伸弥先生の快挙
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　真理を大切にし，進んで新しいものを求め，工夫して生活をよりよくしようとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　ここでは「進取の気象」をねらいとする。これは従来の習わしにとらわれず，積極的に新しい物事に取り組もうとの気質や性格を指す。だがこの実践は生易しいことではない。何かを始めようとすれば，何もしない者が必ず邪魔をするのが世の常である。多数の有為な若者が挫折する理由もここにある。したがって無為な輩を蹴散らす覚悟が「進取の気象」の実践には必要である。

　本資料は，2012年ノーベル賞を受賞した山中伸弥氏のエピソードに基づくものであり，数々の挫折や迷いを越えiPS細胞の開発に成功した事例である。氏の基礎医学研究への情熱と探求の姿勢は，児童に「進取の気象」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ノーベル賞授賞式の写真を見て感想を発表する。

　○この写真の人はどのような人でしょう。 

②資料「山中伸弥先生の快挙」を読んで話し合う。

　○山中先生はなぜ整形外科医の夢をあきらめたのでしょう。

　○ひきこもり状態のときでも，胆に銘じていたことは何だったのでしょう。

　◎なぜ，無駄なことは一つもないと実感したのでしょう。
○メダルを噛まなかったのはなぜでしょう。ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

　○「進取の気象」を実践するには，どのようにしたらよいでしょう。

④教師の説話を聞く。


	・ストックホルムでのノーベル賞授賞式の一コマ。カール16世グスタフ国王からメダルを受け取る。医学生理学賞の共同受賞者はG・ガードン博士。

・加齢黄斑変性症でのiPS細胞治療など，再生医療面で期待が高まっている。
・ノーベル賞は名誉ある賞であり，軽々しく扱ってはならない。

・山中氏は不器用さもあっただろうが，医学の基礎研究(万能細胞研究)は，夢や発展性・可能性があり，一生取り組めるからではないか。

・やっとアメリカ留学したものの，人間には必ずスランプがつきものである(ポスト・ドクター)。そのときに真の人間力が発揮されるチャンスでもある。

・研究でも勉強でも一生懸命に取り組めば，無駄な事は何一つない。粘り強さ，根気，努力とそれを支えるしっかりとした見通し(ビジョン)が大切である。

・マスコミ等は奇をてらった映像撮影のために下らないことを要求するが，確とした信念(メダルは氏の生き方「進取の気象」の象徴である)さえ持っていれば，要求を一蹴することができるのであろう。

・習わしにとらわれない新しいことへの挑戦は，大いなる勇気や独立心等が必要である。「進取の気象」は，ときには敵をつくるが，開国進取を唱えた佐久間象山は「(愚かな輩は)蹴散らして前へ進め」と言ったという。

・今までの自分を振り返り，自分を見つめることで真理愛を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて「進取の気象」の実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・社会科との連携を深めつつ，「進取の気象」に秀でた歴史的人物を見つけ，その生き方について調べる時間の確保も大切である。

・真理を愛し，真実を求める生き方は，現実世界では適応し難いものかもしれないが，それらの人物をインターネット等で調べ，大変な思いをして世の中を改革した人の歴史の重みを知ることも意味があろう。


	主題名
	伝統の重さ
	内容項目
	愛校心　4－(6)　　　　　　
	10月

	資料名
	20　心をみがく　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	協力してよりよい校風を作ろうとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　学校はさまざまな発達をする子どもたちの学びの場であり成長の場でもある。多感な時代に共同生活を送った者には，いいようのない懐かしさがある。しかし，近年そのよさに陰りが見え，不登校や引きこもりも存在する。そのため一部の学校では，積極的に自校の歴史を学ぶ「自校教育」を導入している。歴史豊かな学校では，子どもが自校の開校からさまざまなエピソードや伝統を学び振り返る時間が，愛校心育成のために重要であるとしている。学校は，児童の故郷である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学校に対する地域の人の努力について調べ，簡単に発表し合う。　

○みなさんの学校は，だれがどのように力を出し合って作ったのでしょう。

②資料「心をみがく」を読んで話し合う。

○「よいかん境には，よい人間が育つ」「きたないかん境には，悪い気がたまる。」の意味を考えてみましょう。

○「『努力している』とかではなく，ごく自然なものなのです。」をどう思いますか。

○「黙想正座」を考えよう。

○「気づき，考え，実行する。」とはどのようなことでしょう。

◎清掃がどうして「心をみがく」なのでしょう。

③清掃に込められた多くの人々の思いや願いを考える。　

○この資料の清掃とあなたの日ごろの清掃を比べてみよう。

④先生の説話を聞く。
	・学校の創立時のエピソードなどにより，多くの人々の努力に光を当てる。学校の変遷を一覧表にしてもよい。古い校舎の写真なども有効な資料となる。

・伝統ある学校や校舎を守るためには，清掃をすることが大切。特別に頑張ることと受け止めていないことに注目。

・釈迦は愚かな周利槃特に一本のほうきを与えた。次の日からほかの僧の履物のチリを払い，ほうきで掃除し，一心に「塵を払い垢を除かん」を唱えた。やがて“愚者の周利槃特”から“ほうきの周利槃特”とあだ名され，自己の心の塵・垢をすっかり除き，阿羅漢（聖者の位）になった。掃除は悟りへの修行法となった。

・落ち着いた雰囲気で掃除が始まる。同時にイメージトレーニングをしている。

・多くの学校では掃除はやりたくない時間，サボリのときになっていようが，このような学校も少なからず存在している。

・60年余り続いた伝統になっていることに注目。

・伝統の強さ。弱いところはこれから作るという意志が大切。

	クリエイティブな授業をするために
・世界の学校での清掃事情を紹介するとよい。
・清掃を全くしないとどうなるか，保健衛生・医学・環境などにもふれるとよい。


	主題名
	芸術への畏敬の念
	内容項目
	敬虔　3－(3)
	10
月

	資料名
	21　よみがえる五百年前の色さい
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	美しいものに感動する心や人間の力を超えたものに対する畏敬の念をもとうとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　　通常「人間の力を越えたもの」とは，宇宙や大自然の神秘等自然現象が主である。しかし人間の営みの中で，生・死・愛・自我等深く考えると，どうしても人間を人間の次元だけではとらえきれない何かにぶつからざるを得ない。人間は「超越的な存在にかかわりあえる存在」である。音楽・絵画等芸術作品も人間を超えた美的・宗教的情操に至らざるを得ないものがあろう。

　本資料は，システィーナ礼拝堂の天井画・壁画のフレスコ画修復について，ミケランジェロ当時の色彩を復活するために，コラルッチらの気の遠くなるような作業についてのエピソードに基づくものである。五百年前の色彩を取り戻すことで，人間の偉業を通して「畏敬の念」の育成を願いたいと，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①挿絵を鑑賞し，感想を発表する。

　○「最後の審判」を見て，どのような感想をもちましたか。

　○「大洪水」を見て，どのような感想をもちましたか。
②資料「よみがえる五百年前の色さい」を読んで話し合う。

　○ミケランジェロらは，どんな思いで絵を描いたのでしょう。

　○コラルッチらは，どんな思いで修復したのでしょう。

　◎コラルッチなど，多くの人々はなぜ20年もの時間を掛けてまで，修復を成し遂げたのでしょう。
○コラルッチは，修復をどのようなものだと考えていたのでしょうか。ノートにまとめましょう。
③教師の説話を聞く。
	・「最後の審判」には400人以上の人物が描かれ，中央には再臨したイエスが死者の裁きをしている。絵の左側は天国へと昇天する人々，右は地獄へと堕ちていく人々が描かれている。1535年から5年かけて，1541年に完成した。

・アダムの子孫・ノアの時代になり，神は地上に悪と偽りがはびこったことを後悔し，悪に染まらぬ唯一のノアを残し，大洪水を起こし悪を地上から一掃した。神はノアに方舟をつくらせ，全ての生き物をひとつがいずつ乗せた。
・芸術家は，現在のような待遇ではなく低いものであったが，神の偉業を表すために寝食を忘れて仕事に取り組む者が大多数であった。

・コラルッチらは，蝋燭の煤や経年汚れで暗い色彩になったフレスコ等を，何とか鮮やかなオリジナル色彩に回復しようと，血の滲むような努力を重ねた。今回は特に，過去の修復による改変には注意深く対応している。

・システィーナ礼拝堂は，バチカン宮殿にあった古い礼拝堂をローマ教皇シクストゥス4世(システィーナの命名由来)が建て直させた。由緒ある礼拝堂なので修復に選ばれたのは名誉であった。またこの修復に関係して，日本テレビが，撮影権と引き換えに資金面で協力したので(1982～1994年の13年間)，撮影禁止である。

・「次世代への責任」と言っているが，おかげで美しさ・偉大さを鑑賞できる。

・人間の持つ「美への憧れ」の観点も重要である。

・美術・芸術作品は多くの人々の汗と努力の足跡があり，それらの鑑賞を通して「人間の力を超えたもの」への開眼が求められ，教師の経験に基づいて説話することが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・美術館や音楽会等の文化芸術活動に積極的に参加し，「人間の力を超えたもの」の開眼が求められる。地域の美術館巡り等の機会も有効に活用することが大切である。

・学級の環境物も，「畏敬の念」の観点から美的センス等を研ぎ澄ませ，磨くことも大切である。美しい環境物にしようとする心が重要である。


	主題名
	勤労の心
	内容項目
	勤労，社会への奉仕　4－(4)　　　　　　　　　
	11月

	資料名
	22　病室六〇七号　　　
	出　　典
	立石喜男オリジナル資料　　　　　　6年
	

	ねらい
	　働くことの意義を理解し，社会に奉仕する本当の喜びを知り，公共の役に立とうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　勤労とは自己の身体的・精神的能力をもって社会に自己実現することである。したがって勤労の尊さとは，生産効率といった観点でなく，より人間らしく生きようとする中にその解釈が成り立つのである。

　また，奉仕は人間社会の相互扶助の精神に基づき，強制されることなく，自ら進んで助力しようというボランティア精神にほかならない。いわば慈悲に基づく献身から生まれるものである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料を逐次読み進め，子どもが問題を感じたところにかかわりながら，展開を進める方法をとる。
②資料「病室六〇七号」を範読し，逐次子どもの思考停滞箇所で学習問題を設定する。以下の発問はあくまでも一つの予想される事例である。

○リチャードは，なぜ手紙を書く気持ちになったのでしょう。

◎エミリーが架空の存在だとわかったとき，リチャードは何を考えたのでしょう。

○リチャードと看護師のジェーンは，どのような間柄だったのでしょうか。

③看護師のジェーンはどのような気持ちからエミリーを設定したかを考える。

○ジェーンは，どんな気持ちでエミリーという架空の人物を作りあげたのでしょう。

○ジェーンは，どのような人なのでしょうか。ノートに書きましょう。
④社会貢献（フィランソロフィ）の根本精神は何かを十分考え，ワークシートやノートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・再現構成法といい，教師の肉声で展開を進める手法である。子どもは資料を問題と感じたところで必ず動きが生ずるので，それを全体で取り上げ共通化するとよい。
・同じ難病患者で，自分のほうが快方に向かっているから，との考え方を大事にする。

・だまされた，との思いが強いだろうが，次にくる感情はなぜそのような偽りを……との素朴な疑問につき当たる。

・そこまでして自分の病気を治そうと考えたジェーンへの感謝。

・本当はつらかった，との考えを大事にする。

・つらいことでも患者のためにできる人，との解釈を評価する。
・フィランソロフィには人間愛の意味があることを大切にする。職業にはそのような哲学がある。

	クリエイティブな授業をするために
・プラシーボ効果について話し合ってみる。
・赤十字や赤新月の精神について話し合ってみる。


	主題名
	慈しむ命  
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　　　
	11月

	資料名
	23　再開（1）
	出　　典
	立石喜男オリジナル作品　　　　　　6年
	

	ねらい
	　生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　「いのち」は大和言葉で息霊と表記し，息の勢いの意味をもっている。命あるものは息が活発との古代日本人の解釈である。しかも動物のみが息をするのでなく，小さな虫，山や川，木や草も息霊があるとの信仰に似た解釈である。一寸の虫にも五分の魂，山川草木悉皆成仏の思想でもあるが，これは日々生きている実感にほかならない。

　生命尊重は生きる根本の尊重であることを自覚することが大切である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①アルプスやユングフラウの地理や地形などをグループごとに事前に調べ，発表する。
②資料「再開」を読んで話し合う。

○おばあさまのテレーズは，なぜモノにつかれたように山に登ったのでしょうか。

○テレーズとポールの再会は，テレーズの心に何をもたらしたのでしょう。

○ポールが亡くなっていることは知っているのに，どうして執着したのでしょうか。

③80歳のテレーズは20代の夫に再会して，何を訴えたかったのかを考える。

○やっと念願のかなったテレーズは，夫に何を言ってほしかったのでしょう。

○テレーズの心の中を考えてみましょう。
　

④題名が「再会」ではなく，なぜ「再開」なのかを考える。
	・トゥーン湖やブリエンツ湖などの間にある都市インターラーケンからユングフラウへの道程が開かれており，アルプスの美しい風景につつまれていることを確認するとよい。
・なにがなんでもやり抜くという決心の現れであることをつかむ。

・80歳のテレーズの心は，まるでユングフラウ（乙女）になっていることを想像する。

・生死にかかわる心情は，他人にはうかがい知ることもできないことに気づかせる。

・愛につつまれた生涯だったことの確認。

・これでわたしの使命は終わった。明日からは新しく生きようとの決心への注目。
・夫に再会し，新しい生き方を開くので「再開」。同時に孫のフィリップに対して，新しい人生を切り開けというメッセージであることに気づくことが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・年齢を重ねることの不思議さを，詩や歌にして表現しよう。
・アルプスのさまざまなできごとや，それにまつわるエピソードを調べてみる。


	主題名
	慈しむ命
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　
	11月

	資料名
	23　再開（2）　　　
	出　　典
	立石喜男オリジナル作品　　　　　　6年
	

	ねらい
	　父母，祖父母を敬愛し，家庭の幸せを求めて進んで役に立とうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　家庭は家族の絆で支えられている。相互に愛し合い睦み合うことは大切である。しかし，家族は人間関係の緊張を疎外する一種甘えの構造を醸し出すものである。礼儀や建前の介入しない世界にはまりやすい。だが，最後に絆を保てるのは家族や血縁というように，他人とは異なった親密さが築ける。年月を重ねたときの家庭の重みを子どもにとらえさせ，家族とは何かを追求するため本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①世にも不思議な実話がたくさんある。グループごとに事前に調べ，発表する。
②資料「再開」を読んで話し合う。

○おばあさまのテレーズは，なぜいつもアルプスの山々を眺めていたのでしょう。

◎テレーズとポールの再会は，孫のフィリップにどんな思いを抱かせたでしょう。

○ポールが亡くなっていることはわかっているのに，どうしてこんなに亡骸に会いたかったのでしょう。

③孫のフィリップの明日からの態度を考える。

○声を上げずに涙を流しているテレーズを見て，フィリップの心の中はどんなだったでしょう。想像してみましょう。

○テレーズの心の中はどんなだったでしょう。
④題名が「再会」ではなく，なぜ「再開」なのかを考える。
	・本資料は立石喜男作品だが，類似の事例は数多くみられる。1999年5月1日，75年ぶりにエベレストで発見された登山家ジョージ・マロリーも「ギリシャの大理石彫像」のようであった。
・自分にとっての家族はポールとともに築きあげたかったという思いをつかむ。

・謎の人だったテレーズが，やっと身近な人に見え，おばあさまはまるでユングフラウ（乙女）になっていることを想像する。

・亡骸を見ることにより，気持ちに区切りができることを確認する。

・やはり家族は切っても切れないものだとの確認。

・明日からは新しく生きようとの決心への注目。
・孫のフィリップもテレーズの姿を見て，新しい人生を切り開こうとの決心にいたったことに気づくことが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・ユングフラウの名前の意味を調べ，ルビーの指輪のわけを話し合ってみる。
・今までいちばん力の出たときの体験について，話し合ってみる。


	主題名
	くじけない心とは
	内容項目
	勤勉・努力　1－(2)
	11
月

	資料名
	24　宝物
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力しようとする意欲を育てる。

	主題設定
の理由
	　努力しても本番で散々な目に会うと，頑張りが馬鹿らしくなることさえある。努力の重要さは理解できるものの，結果如何にかかっている。だがもし，努力の足跡を記録していたら，自己を振り返り，安心・反省も出来ただろう。人はともすると他人の頑張りが気になり，焦りを抱き易いので，正確な記録は価値深く，次の自分へのよき贈り物である。

　本資料は，一年生から毎日欠かさず日記をつけた「リエ」が，学習面で壁にぶつかったときに日記を思い出し，粘り強く，根気強く書いた日記五冊を宝物だと自覚するエピソードである。日記には素敵な自分が詰まっていると確信する中で，児童に「勤勉・努力」の素晴らしさを自覚させようと願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①小学一年生から続けていることがあるかを発表する。

　○何か小学校一年から続けていることがありますか。それはどんなことですか。
②資料「宝物」を読んで話し合う。

　○リエは，心の中がモヤモヤしていたのはなぜでしょう。

　○5冊の日記帳を読み返したリエは，

何を考えたのでしょう。
　◎「不思議と力が湧いてきた」のは，なぜでしょう。
○リエに『やればできる』という気持ちが芽生えたのはなぜでしょう。ノートにまとめてみましょう。

③教師の説話を聞く。
	・「継続は力なり」と言われるが，継続して何かを成し遂げることは，自分にとっても自信となろう。スポーツでも，絵画や音楽でも続けることによって技術が向上し，自分への信頼感や自信が高まって行く。一生懸命努力すれば，平素の態度や顔つきが違ってこよう。

・何か壁にぶつかり，自信を失いかけるとこのような精神状態になりやすい。「どうせ私なんて…」は自信なさの常套句である。それから抜けるためには，親しい人や自分をよく知っている人からのアドバイスが有効である。親，親友，先輩，先生等の励ましが効果的である。

・自分の足跡を振り返ることは，「すてきな私へのパスポート」である。心のもやもやが晴れてきたこともうなずけよう。

・かなりの難問にぶつかっても自信があれば乗り越えられる。どんな壁であっても基本は自力解決であり，自分を信じることが大切である。

・5年間の毎日欠かせない日記継続は素晴らしいことである。その根気強さと粘り強さが自分への信頼であるに違いない。

・今までの自分を振り返り，自分を率直に見つめることで，「勤勉・努力」の価値を自覚するとともに，教師の経験にもとづいて実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・グループ学習などで有名な歴史上の人物を取りあげ，その人が有名になるまでの出来事や経緯，努力や根気強さ，粘り強さの足跡等を調べる機会をもつとよい。どんな人にも苦しみや挫折があり，それを乗り越えての成功である。

・グループ等で仕事が成功した社会人(だれかに紹介されるとよい)にインタビューする機会を設け，まとめて発表会をもつことも児童に「勤勉・努力」を態度化させる契機となろう。


	主題名
	社会進出への第一歩
	内容項目
	社会的役割と責任　4－(3)
	11月

	資料名
	25　くま問題を追って
	出　　典
	編集委員会編　　                 6年
	

	ねらい
	役割を自覚し，主体的に責任を果たそうとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　人は社会生活をする中で初めて人となる。社会生活上，ルールやマナーといった規律によって葛藤も生じ，学び高め合うことが可能となる。さらに互いに支え合い，個々の役割や責任を果たすことで人間らしい生き方ができる。しかし，責任や協力は考えが一致する集団の中でこそ成立する。相反するなかではそれが難しい。そこで広い心をもち，集団の価値を高めるなかで役割意識を醸成するよう努めたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①新聞の記事を書いた経験，または類似体験を発表する。

②資料「くま問題を追って」を読んで話し合う。

○人里に出てきたくまを射殺することをどう思いますか。
○なぜ新聞記事にしようと考えたのでしょうか。
◎先生の言葉を二人はどのように受け止めたのでしょう。
　

③先生のおっしゃりたかったことは，結局どのようなことなのか，ワークシートにまとめる。　

　
④教師の説話を聞く。
	・客観的記事の内容と筆者の思いを，同時に第三者(読者)に伝える難しさ。（記事の内容と自己主張のどちらを優先するかを吟味させるとよい。）
・住民の安全第一か，くまの命の優先かを考えさせる。

・くまの立場になって考えると，食料不足や空腹，やむにやれぬ理由があるかもしれないことに留意。

・人の立場では，人里にくまが出てこられては困るとの発想。

・有害鳥獣捕獲事業等補助金交付の名目で予算化。銃器使用でさるやいのしし一頭につき一万円程度。（地方自治体で格差）
・この期の子どもの「背伸びしたくなる」との特性も理解する。

・メディア・リテラシーにふれ，健全な批判力の意味を考えさせるとよい。

・共生の手だての推進・提案にまでせまれると，価値の理解をさらに深めることができる。

	クリエイティブな授業をするために
・気づかない相手の権利を考えることのできる責任こそが「社会的役割」との発想。
・ナショナル・トラスト運動などにもふれるとよい。


	主題名
	希望と勇気を与える
	内容項目
	勤労・社会への奉仕　4－(4)
	12
月

	資料名
	26　希望と勇気のきずな　―福原愛さんの約束―
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って公共のために役立つことをしようとする意欲を育てる。

	主題設定
の理由
	　「奉仕」とは，報酬や見返りを求めず無私で働くことである。類似語に「ボランティア」があるが，これは意志活動であり，自発・利他・無償・先駆を基本とする。つまり厳密にいえば，学校の体験学習で高齢者のお世話をするのは奉仕活動でありボランティア活動ではない。社会に奉仕することは，自分の時間と自分のお金を使い，自分の汗を流してみんなに役立とうとすることである。

　本資料は，「奉仕の心」の例示として福原愛さんと仙台市の小学生とのエピソードをまとめたものである。大津波で心が萎んだ小学生に，希望と勇気をプレゼントした愛さんの事例を通して，児童に「奉仕の心」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①横断幕を広げる愛さんの写真を見て感想を発表する。

　○この写真は何を物語っているでしょう。自由に発表しましょう。
②資料「希望と勇気のきずな―福原愛さんの約束―」を読んで話し合う。

　○TVで大震災の様子を見た愛さんは，どんな気持ちになったでしょう。

　○愛さんはどんな気持ちでロンドン五輪でのメダル獲得を約束したのでしょう。
　◎応援の横断幕等を送られた愛さんは，どう思ったのでしょう。

○愛さんのブログを見て，どのように思いましたか。感想をノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

　○「奉仕活動」をするにはどのような心掛けが大切ですか。
④教師の説話を聞く。
	・仙台市立東六郷小学校全員(36人)で，慰問に来てくれた愛さんへの感謝の気持ちを込めて，ロンドン五輪の応援歌(「Believe」の替え歌のDVD)と金色の子どもの手形を押した横断幕を送る。感激している愛さんの写真。「少しでもみんなが元気になれるお手伝いができたのであればすごく嬉しい。」と笑顔で語る愛さんだった。

・海岸から約2㎞の六郷小学校は津波被害を受け，近くの六郷中学校に間借り。

・遠征で遠い日本の大災害の様子を見聞きし，胸がつぶれるような思いだったのであろう。

・ロンドン五輪でメダル獲得は極めて厳しいことだが，もし取れば，子どもたちもきっと自信をもってくれるのではないかと思ったのであろう。

・子どもたちも愛さんの心がわかり，精いっぱい一生懸命応えてくれたに違いない。お互いの心の交換・交流が温かい気持ちにさせたのであろう。

・『プレーでお返しをしたい…』は，素晴らしい心の開示である。また『できることはすこしでもしたい』は，「奉仕の心」の表れであろう。数々の社会貢献活動の参加も理解できる。

・自己を見つめ，「奉仕の心」をもつためには，本資料のようなモデリングが必要である。子どもの学校生活の中では多様な事例が考えられるので，積極的にプロトコールを試行させる。教師の援助も必要である。

・今までの自分を振り返り，自分を見つめることで「奉仕の心」の価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・委員会活動や係活動等を活用し，「奉仕の心」の体験や実践をし，それを記録する時間の確保が重要である。

・もし自分が「奉仕活動」をするとしたら，何をどうするかのプロトコールづくりを推進することが大切である。


	主題名
	いじめをなくそう  
	内容項目
	勇気　1－(2)　　　　　　　　　
	12月

	資料名
	27　ぼくとミ－（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　より高い目標と希望・勇気をもって，くじけないで努力しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人はだれでも希望を胸に抱いて生きている。しかし，日常のちょっとしたことから，夢や希望がしぼんでしまうことがある。だから人は常に希望を支え，生きる勇気をもたらす存在が必要である。

　本資料では，仲間からのいじめで希望を疎外されるが，一匹の猫が勇気を与える役割を引き受けている。子どもは心の支えとなる存在を自由に見つけ，いじめに負けない勇気を与えるため，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①いろいろなペットを飼っている人の体験事例を発表する。
②資料「ぼくとミー」を読み，主人公の取った態度について話し合う。

○ぼくは，なぜ先生や親に相談できなかったのでしょう。

◎スローコールが起こったとき，ぼくはどんな気持ちだったのでしょう。

○どうしようもない苦しみや悔しさを，もし，何かにぶつけるとしたら，どんな方法があったでしょうか。

③ミーが言葉をしゃべれたら，何と言うか考える。

○もし，ミーが人間だったらどうでしょう。

○ぼくの行為も「いじめ」からみたら，どのようないじめでしょう。想像してノートに書きましょう。
④いじめをなくすために，あなたにできることは何かを考え，ノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・単に飼った体験のみならず，どのようなかかわり方をしたかを語らせることも必要である。また，保護者の感想をデータとして示すのもよい。
・恥ずかしさや勇気のなさなども考え，なかなか相談できない実態をとらえさせる。

・ぼくの辛さ，悔しさを十分考え，もし子どもがぼくだったら，どうしたかを考える。

・ミーにぶつけるしかないぼくの気持ちを十分理解する。

・言葉を話せたら何と言うか，人間だったらどうするかを想像する。

・ただ「かわいそう」だけではなく，いじめの被害者の立場を十分つかませる。

・いじめがいじめを誘う実態を十分理解する。
・一人ひとりが，しっかりとした勇気をもたなければならないことをつかみ，いじめ根絶の本質に迫るよう，指導する。

	クリエイティブな授業をするために
・いじめがなかなかなくならない理由を考え，改めるように話し合う。
・基本的人権について，識者から講和を頂く。


	主題名
	いじめをなくそう
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)　　　　　　　　　
	12月

	資料名
	27　ぼくとミ－（2）　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　だれに対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　思いやり・親切は，相手との一体感から生まれるものである。しかも無私・無欲の温かい情意からにじみ出ていなければならない。また，思いやりというように，相手を関知する認知的な態度も求められる。このように認知と情意の合成された感覚であり，単に「かわいそう」ではない。青年期に入ろうとする子どもにとっては，欠かすことのできない，一生発達させるべき道徳的価値であるといえよう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①いろいろないじめの実態，いじめで苦しんで自殺したなどの全国の事例を公表する。
②資料「ぼくとミー」を読み，どこに問題があったかを分析する。

○主人公はこんなに苦しんでいる。一体どうすれば解決できるのか，真剣に考えましょう。

◎スローコールのときのぼくの気持ち，周りの人の気持ちを一緒に考えてみましょう。

○どうしようもない苦しみや悔しさを，もし，何かにぶつけるとしたら，どんな方法があったでしょうか。

③ペットをいじめる主人公の行為をどう思うか考える。

○動物は人間の奴隷なのだろうか。考えてみましょう。

○主人公はより弱いものをいじめているのでしょうか。想像してノートに書きましょう。
④いじめをなくすために，あなたにできることは何かを考えノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・全国でいじめに苦しんで自殺した友達の事例を示し，その子の保護者の感想を示す。本時はいい加減な気持ちではいけないとの教師の毅然とした態度を示す。
・いじめられると，どうしようもない苦しみに襲われる実態をつかませる。ロールプレイも有効。

・ぼくの辛さ，悔しさを十分考え，もし子どもがぼくだったら，どうしたかを考える。また，いじめる側や見ている側の気持ちも考えてみる。

・ミーにぶつけるしかないぼくの気持ちを十分理解する。

・言葉を話せたら何と言うか，人間だったらどうするかを想像し，動物にも生きる権利があることを理解させる。

・いじめが次のいじめを誘う実態を十分理解させる。
・一人ひとりが，思いやりのある仲間作りの心をもち，いじめ根絶の本質に迫るよう指導する。

	クリエイティブな授業をするために
・ペットを飼うきっかけについて，みんなで話し合う。
・ペットをいじめたことがあるか，みんなで話し合う。


	主題名
	生きる証
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	1月

	資料名
	28　平和の重み
	出　　典
	編集委員会編　　                 6年
	

	ねらい
	自他の生命を尊重しようとする態度を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　いのちのとらえ方は，生物学的か精神的かで，かなり異なる。生物の命は意味が一般的であり常識化していようが，精神的にはなかなか分かりにくく概念が共通化していない。ここでは一歩踏み込み，人々の思いを追求した生命観を検討している。つまり，現在，生物学的には亡くなっている命だが，本時の戦没画学生の作品に込められた「いのち」は，見る者に厳然とその存在を訴えている。その意味からは，いのちは時空を超え得る永遠のものといえよう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「祖母の像」を鑑賞する。（黙って絵を見せる。）

②資料「平和の重み」を読んで話し合う。

○人がいっぱいだが変に静かなわけを考えてみよう。

○蜂谷清さんの言葉についてどう思いましたか。

(「ばあやんの絵も描けなくなる。」に込められた思いを考えてみよう。)
◎「ひととき，ひとときの積み重ねが……。」と言いかけて言葉を飲み込んだとありますが，本当は何と言いたかったのでしょう。　

③自分にとっての「生きたあかし」とは何か，ワークシートにまとめる。
④教師の説話を聞く。

	・無言館の館長・窪島誠一郎氏は，父親が作家水上勉で，この以前に「信濃デッサン館」（若くしてこの世を去った画家達の作品などを展示）を建てたが，画家野見山暁治氏に賛同して画学生の遺族らから遺作などを集め，平成9年5月に「信濃デッサン館」の分館として「無言館」設立。その後各地で巡回作品展を開催している。

・戦没画学生の重み。戦争は個人の意志とは関係なく赤紙で招集される。

・しわややせぐあい，着物などじっくり鑑賞させる。

・蜂谷清（大正12年3月2日）千葉県佐倉生まれ。築地小学校から京橋高等小学校に転校し，同校卒業後，デザイン会社の銀座松原工房勤務。召集を受け中国戦線から昭和20年7月1日，フィリピン・レイテ島へ行き，戦死。
・「生きた証」，それが生命尊重。

・生命とはLife であり，それは生活・暮らし，生涯の意味でもある。命を大切にすることは毎日を大事に過ごすこと。

・誕生日を迎える，一生懸命勉強するなど自由にとらえさせてよい。

	クリエイティブな授業をするために
・学校行事での美術鑑賞。
・藤原智子監督作品「シロタ家の20世紀」などを参考にしてもよい。


	主題名
	自分らしさを生かす
	内容項目
	個性の伸長　1－(6)
	1
月

	資料名
	29　小さな大セッター
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばそうとする意欲を育てる。

	主題設定
の理由
	　ここでは，自分の長所・短所を自覚し，長所は伸ばし短所を改めるという，極めて当たり前のことを求めている。だが現実的にはなかなか厄介である。例えば，面倒見のよい人は，見方を変えればお節介であり，責任感が強ければ一人で何でも抱え込む困った人になろう。要は，長所・短所は見方の裏返しであり，長短併せて個性即ち「個性の伸長」がねらいとなる。

　本資料は，アスリート・竹下佳江選手のバレーボール人生を通して，『小さな大セッター』と評されるまでのエピソードに基づいた話である。さまざまな厳しいハンディを乗り越え，ロンドン五輪銅メダルを獲得した姿は，児童に「個性の伸長」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①P.106の写真の感想を発表する。

　○竹下佳江選手の写真を見て，どう思いますか。感想を発表しましょう。

②資料「小さな大セッター」を読んで話し合う。

　○なぜバレーボールの世界では，低身長がハンディになるのでしょう。
○矢面に立たされた竹下選手の気持ちはどんなだったでしょう。

　◎ロンドン五輪で銅メダル獲得したときの竹下選手は，何を思ったのでしょう。
○なぜ竹下選手は社会活動に力を入れたのですか。ノートにまとめてみましょう。
③これからの自分を考える。

　○自分の短所・長所を知るためにはどうすればいいですか。
④教師の説話を聞く。
	・2004年アテネから3大会連続五輪出場，2012年ロンドン五輪で日本女子バレーボール28年ぶりの銅メダル獲得に貢献。小柄ながら判断能力の高さと素早い正確なトスは世界的に評価が高く，2011年ワールドカップ・ベストセッター賞等多くの授賞歴を誇る。写真右・木村，中央・竹下，左・荒木。写真からも木村184㎝，荒木186㎝と比べて竹下が低身長であることがわかる。

・高い位置からのアタック，ブロックは有利なので竹下の159㎝はハンディだが，そのスピードや正確なトスは，短所を超えた立派な戦力であった。

・勝利至上主義の悪弊が殺到し，苦しく悲しい辛い目に立たされた。

・約30年間の無メダルの状態からの脱出は素晴らしい栄光である。竹下は今までの苦しみからの脱出にどんなにか喜んだであろう。と同時に，次世代の選手育成を考え「竹下シート」など，社会活動に貢献した。

・勝負の世界に身を置く者は，独特の世界観がある。単純に「勝てばいい」だけではない。体調管理，栄養補給，練習等のほかにも独自の『ルーチーン』をもち，人によってはしぐさや一定行動等をかなり気にしている者もいる。

・「自分らしくやるしかない」の発言は重い。個性を大切に…との発想である。

・単純に短所・長所を決め付けるのではなく，冷静に長短併せもつ自分を考え，改善点や伸長点を探るとよい。ときには第三者の視点も参考になる。

・人間のさまざまな長所・短所を考え，謙虚に自分を見つめることで価値を自覚させ，教師の経験に基づいて，「個性の慎重」の実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・子どもの長所・短所を振りかえる一助として「Xさんの手紙(配慮が必要だが)」など，学級活動の時間の確保に努める。それらを通して人間の可能性を知り，謙虚さを自覚しながら「個性の伸長」を志向することが重要である。

・「短所」は見方を変えて「長所」ととらえ直し，成功した例をネット情報で調べる時間も大切である。


	主題名
	敬けんな心
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　　　　　　　　
	2月

	資料名
	30　日本科学未来館での
できごと
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　美しいものに感動する心や，人間の力を超えたものに対し，畏敬の念をもとうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　科学技術の進歩向上により，人間はどんなことでも可能との錯覚を起こしがちである。しかし，大自然の力には遠く及ばない。自然は人間の傲慢さを抑制するはたらきがあり，謙虚に自分を見つめることができよう。なかでも敬けんは，人間の力を超えたものに対する熱い思いから出発している。本資料では，科学技術と敬けんな心を相反するものとするのではなく，両者相まって科学の立場に立ち，さらに敬けんな心を深めるとの見解から設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①科学技術や理科に関するミュージアムなどに行って驚いたり感動したりした経験を発表する。　

②資料「日本科学未来館でのできごと」を読んで話し合う。

○無人の電車をどう思いますか。

○「科学がわかる　世界がかわる」とは何を表現しているのでしょう。

○ジオ・コスモスの写真を通した地球の温暖化の様子はどう思いますか。

○ジオ・スコープ，ジオ・パレットなどをどう思いますか。
◎毛利衛さんが味わった感動を再現しようと作られたジオ・コスモスをどう思いましたか。

(科学技術の発展により，宇宙からの地球を見ることができることをどう思いますか。)

③青い地球を守るために，自分にできることは何か，ワークシートにまとめる。

④教師の説話を聞く。
	・先端技術や科学の進歩を通して，世界観・自然観を吟味する経験を話し合う。

・それでも自然のすばらしさや人間を越えたものへの感動を指摘した子どもを評価する。

・コンピュータの進展はすばらしいものがあり，自動運転で乗客だけしかいない電車が頻繁に走っている。

・日本科学未来館は，自然観や生命観の大きな視点から科学技術をとらえて，成果だけでなく研究の過程やそれに携わる人の姿を見せている。また，フロアに配置された科学コミュニケーターとの対話によって科学をわかりやすく伝えてくれる。

・地球のさまざまな変化がシミュレーションによって一目でわかる。

・「宇宙から見たかがやく地球の美しさを，多くの人と共有したい」という館長毛利衛氏の思いから出発した，日本科学未来館のシンボル展示である。また，地球を探るジオ・ス
　コープ，地球を描くジオ・パレットがあり，さまざまなつながりを実感することができる。
・かけがえのない地球を守ることが人類の使命である。

	クリエイティブな授業をするために
・自分たちの近くで科学技術に関係する施設・設備を見つけてみるとよい。
・科学技術信仰機構（JST）では，全国的にJSTイノベーションプラザやJSTイノベーションサテライトを開設し，さまざまな先端的事業を創出している。それらを参考にするとよい。


	主題名
	ソクラテスの愛国心
	内容項目
	愛国心　4－(7)　　　　　　　
	2月

	資料名
	31　国を愛する心
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　郷土やわが国の文化と伝統を大切にし，先人の努力を知り，郷土や日本の文化伝統を愛する態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　国際化の進展が一段と進む中で，わが国は諸外国からさまざまなことを学んできた。しかし今日では，諸外国に向かって自国の考えや態度を主張する時代に入った。つまり外国のよさを認めるとともに，自国のよさやすばらしさを発信することが大切である。その根底となる愛国心が重要である。

　文化伝統の重みとともに日本人の郷土や国に対する愛敬の念，ひいては畏敬の念をはぐくむことが大切である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料を学級の実態を加味し，適切な部分をロールプレイにかけてみる。

②資料「国を愛する心」を読み，ソクラテスの生き方について話し合う。

○無知を悟るとは，どのようなことか考えてみましょう。

◎死刑を知ったソクラテスは，どのようなことを考えたでしょう。

○友人たちは，牢屋から逃げる準備を　したのに，それに従わないソクラテスをどう思ったのでしょう。

③毒殺されることを知りながら，ソクラテスはなぜそれに甘んじたかを考える。

○なぜ死刑を宣告されても心が平静でいられるのでしょう。

○ソクラテスの国に対する考え方はどのようなものだったのでしょう。
④「愛国心」とは，本当は何を考えることか，ノートやワークシートに記入し，本時の学習をまとめる。
	・Ｂ.Ｃ.470ころ～Ｂ.Ｃ.399，アテネの哲学者。対話術で人々に無知を自覚させ，道徳意識や考え方の改革に努めたが，青年を惑わすものとして国家より自決させられた。フィロソフィア（愛知）の祖として活躍し，弟子のプラトンがその教説を叙述。
・無知の知に対する考え方を，人生におけるよさや美しさの根源に対しての無知に広げる。

・法を破ることは国への愛の裏切りになることに注目。

・自分たちとは違う，計り知れない大きな人。

・よく生きることの追究と論理を貫く姿勢。

・自分の損得勘定だけの小さな世界にとらわれている俗人とは違う生き方。

・アテネの国民としての誇りに注目する。
・単純に日本はいいだけではなく人類愛への基準となる心の　着目。　

	クリエイティブな授業をするために
・ソクラテスの生き方について，話し合ってみる。
・当時のポリス国家について考え，話し合ってみる。


	主題名
	くじけない気力
	内容項目
	不とう不屈　1－(2)　　　　　　　
	2月

	資料名
	32　襟裳の春
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力する態度を育てる。

	主題設定

の理由
	障害に直面したとき，現代ではほかに責任を転嫁するような風潮が見られる。たしかに環境は人にさまざまな影響を与えるが，自身を生かすも救うも自分自身の責任から出発しているのも事実である。生きる力や強い意志，不とう不屈の精神も自身の生命力の持続からもたらされるという事実を子どもたちに十分わからせねばならない。このことを抜きに，困難に耐えることを力説しても生きる力とはなりえないのである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①地図で襟裳の場所を確認し，季節や自然情況，人々の思いを知る。　

②資料「襟裳の春」の範読を聞き，飯田さんたちの気持ちについて話し合う。

○飯田さんたちは何度も挫折しながらも，あきらめませんでした。それを支え続けてきたのは，どんな考えでしょう。

◎大きな流氷が襟裳にやってきたとき，飯田さんたちの心には，どんな思いが浮かんできたでしょう。

○半世紀が過ぎた現在，人々の気持ちはどのように変わったのでしょうか。

　

③「世界一の春です」の歌詞に込められている人々の思いを考える。　

④「森の漁師」の意味は何か。ノートにまとめる。　


	・地図と写真をもとに，厳しい自然環境とそこに暮らす人々の気持ちを把握することにより，資料への導入を図る。

・導入なので，あまり深入りしない。

・ＢＧＭを流して集中させた後，読み聞かせる。

・長男としての責任と襟裳を愛する気持ち，少しずつでもいい，自分たちで何とかしなければならないという気持ちに共感させる。

・みんなの願いが通じたのだ。神様も自分たちの努力をわかってくれたという喜びに十分共感させる。

・やめないでよかった，逃げないでよかったという満足感をおさえるとともに，海を繁栄させるためには，これからも背後の山を大事にしていかなければならないという思いに共感させる。

・昔は何もない春だったが，今は襟裳岬にも春が来る。自分たちの手で取り戻した山と海には，世界一のいい春が来るという人々の喜びと自信に共感させる。

・海を守るためには，森づくりが欠かせない。自分たちは，これからも漁師として，本当に山を大事にしていくという決意をとらえさせ，まとめとする。

	クリエイティブな授業をするために
・襟裳地方の地理や歴史について調べ，話し合ってみる。
・環境保全について考え，話し合ってみる。


	主題名
	家族の絆
	内容項目
	家庭愛　4－(5)　　　　　　　　　
	2月

	資料名
	33　トイレの神様
	出　　典
	作詞：植村花菜・山田ひろし　作曲：植村花菜
　　　　　　　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　父母，祖父母を敬愛し，家族の幸せを求めて，進んで役に立とうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　家庭は家族の絆で支えられている。互いに愛し合い，相互の立場を尊重することは大切だ。しかし，家族は同時に人間関係の緊張を疎外する一種の甘えも醸し出すものであり，礼儀や建前の介入しない世界に陥りやすい。そこで，他人とは違う家族の絆と親密な間柄ならではの緊張感を，常に持続する努力が大切であることを子どもに納得させるため，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「トイレ」の別称を列挙することで興味・関心を高め，トイレ清掃の経験の有無等を発表する。
②資料「トイレの神様」を読み(聴き)，話し合う。

１．おばあちゃんは，どのような人なのでしょう。

２．なぜ，トイレをピカピカにしたのでしょう。

３．なぜ，おばあちゃんとぶつかったのでしょう。

４．なぜすぐに，病室を出されたのでしょう。

◎５．なぜ「……こんな私を待っててくれた……」と，感じたのでしょう。

　６．祖母の死後の生活で，大切なことは何でしょう。

　

③亡くなったおばあちゃんは，「私」にどんなふうになってほしかったのでしょう。想像してノートにまとめてみましょう。

④教師の説話を聞く。または再度「トイレの神様」をじっくりと試聴する。
	・各家庭のトイレ形態には深入りせず，清掃への関心を高める。

・ＣＤ等の活用も考えてよいが，歌詞の板書掲示も欠かせない。
・歌詞の6部分を色分けして提示。

・相互の人間関係が歌詞のベース。

・女の子固有のニーズと，祖母の「家族の一員としてのトイレ掃除」とのニーズの乖離に注目。

・今までの世界からの離脱が成長発達の鍵となることにも留意。

・孫に淋しい思いをさせるが，年老いた者の最期の誇り。

・待ってくれた祖母への驚きと愛。

・見えない不可思議な絆こそが家族愛の源泉ともいえる。

・「ありがとう」という言葉を一人ひとりに，トーンやピッチを考えて，実際に語らせるとよい。

・トイレは，家族全員が毎日使う大切な所なので，懸命に清掃に取組んでほしいし，同時に家族が，みな幸せに過ごせるようにとの願いがこめられている。

・トイレの神として水波能売神(みずはのめのかみ・井戸神)や，埴山姫神(まにやまひめのかみ・陶器神)が，また沖縄では「フールヤヌカン」が伝えられている。

	クリエイティブな授業をするために
・我が国や各国のトイレの歴史をグループ研究・発表する機会を設けるとよい。
・みんなは家族のために何ができるかについて考え，話し合ってみる。


	主題名
	よりよい校風
	内容項目
	愛校心　4－(6)
	3
月

	資料名
	34　応えん団の旗
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　先生や学校の人々への敬愛を深め，みんなで協力し合いよりよい校風をつくろうとする意欲を育てる。

	主題設定
の理由
	　この内容ほど教師が指導することを躊躇する項目はないのではないか。「みんなで協力」「校風づくり」はよいとしても，その前提となる「先生や学校の人々への敬愛」は，自分はそれに値するかとの自問が常にあるだろう。逆にその自問が無ければ，その教師の「道徳」は怪しいに違いない。ゆえに，ある種の開き直りと共に，敬い愛される教師を志向する教育愛によって，教材・資料が息づき，意義深く活用されるのである。

　本資料は，運動会の応援旗を巡っての校風づくりや伝統の在り方を求めるエピソードに基づく例話が展開される。児童に「愛校心」の何たるかを思索させ，よい校風づくりの意欲の育成を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①6年生の運動会について発表する。

　○6年生にとって運動会はどのような行事ですか。自由に発表しましょう。

②資料「応えん団の旗」を読んで話し合う。
　○6年2組の応援団をどう思いますか。

　○兄の応援旗の話を聞いた「ぼく」は，何を思ったのでしょう。
　◎「ぼく」はなぜ，応援団に立候補したのでしょう。
○なぜみんなが休み時間に，応援の練習に参加してくれたのでしょう。ノートにまとめてみましょう。
③これからの自分を考える。

　○学校の「よき伝統や校風」をつくるにはどのようにしたらよいでしょう。

④教師の説話を聞く。
	・運動会は，現在は特別活動の学校行事の中の健康安全・体育的行事に位置付けられるが，学習指導要領作成以前の明治5年，近代学校制度の発達から高等教育機関での運動会として成立した。小学校では明治20～30年にかけて全国的に地域合同運動会として実施，大正期に入り小学校の運動場の整備と共に校庭での運動会が実施されたのである。時には軍事色も強まった。

・6年2組は，何かを積極的にやろうという意欲に欠け，一種のしらけムードが漂っていたと思われる。これを改善するのは生易しいことではないが，なにかの転機やきっかけが必要であった。

・応援旗の色づかいや文字がぼくの何かを刺激したと考えられる。

・自分が応援旗を持ってきたこともあって，何かせずにはいられなくなったと思われる。またぼくの積極性が，クラスを刺激したとも考えられよう。

・一度動き出せば，案外積極的に取り組むものである。それが若さであり，次々に呼応して動きだす。要は『面白そう』『やってみよう』との興味・関心づくりのきっかけが必要である。

・自己を見つめ，「よき伝統や校風」をつくるためには，本資料のような何かその契機が必要である。子どもの学校生活の中では多様な事例が考えられるので，きっかけとなるキーパーソン・キーコンセプトがものを言おう。

・今までの自分を振り返り，自分を見つめることで「愛校心」の価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，「よき校風づくり」実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・委員会活動や係活動等を活用し，合唱祭，討論会，クラス発表会等学校の伝統を確認するとともに，積極的に「よき校風づくり」を目指して実践することが大切である。

・学校だけでなく郷土や地域社会との連携に基づき，伝統や校風づくりも高学年として働き掛けることができよう。花いっぱい運動，清掃活動，社会貢献活動等多様な行事も企画・運営が可能である。


	主題名
	国際理解を求めて
	内容項目
	国際理解と親善　4－(8)　　　　　　　　　
	3月

	資料名
	35　新しい目で
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　6年
	

	ねらい
	　外国の人々や文化を大切にする心をもち，日本人としての自覚をもって，世界の人々と親善に努めようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　今日の経済や文化の発展はボーダレス化の一途をたどっている。同時に情報・通信などあらゆる領域で国際化に向かっている。

　今まで想像もできなかった異質な文化，宗教，理念などが入り込み，どう協調するかが困難な時代になった。

　このような現象は，明治維新の日本人が体験した事象に類似している。先人のカルチャーギャップを追体験することで，今後の国際化への足がかりとしたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①渋沢栄一の人柄，その歴史などをグループごとに事前に調べ，発表する。
②資料「新しい目で」を読んで話し合う。

○西洋先進国との違いに，彼は日本をどんなふうに感じたのでしょう。

◎彼の言う「新しい目」とは何でしょう。

○もし国内にとどまっていたら，栄一はどんな考えをもったか，想像してみましょう。

③栄一青年の成功の秘密は何か，話し合う。

○栄一青年は，どんなことに興味・関心をもっていたのでしょう。

○栄一青年の成功した秘密は何だったのでしょう。
④自分ができる国際親善とは何か。ノートにまとめる。
	・埼玉県出身の実業家（1840～1931）で，号は青淵。幕府に仕え，維新後に大蔵省出仕。辞任後第一国立銀行を経営し，諸種の産業に関係，財界の大御所として活躍。引退後は社会事業と教育，特に一橋大学設立に尽力。
・外国に出ると日本の姿が見えてくることに注目する。

・西洋と東洋の合一に新しい視点を感じた栄一の達観に思いをはせる。

・もし，国内だけだったらここまで大きな考え方はできなかったことに気づかせる。

・鉄や重工業に関心があり，富国強兵の国策と一致したことも見逃せない。

・すぐ行動を起こしたことに注目。
・後年，渋沢栄一は社会事業や教育に尽力した。一橋大学には彼の像がつくられている。孫の渋沢敬三も日本銀行総裁であるとともに民族学者でもある。

・子どもができる親善を行動にうつす術を助力してあげる方向で検討。行動を起こすことが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・渋沢栄一の生き方について調べ，話し合ってみる。
・万国博覧会の歴史について調べてみる。


